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J 等のରԠについてࡂ
　ࣗの生໋ɾମは、ࣗࣗでकることと、ΈΜなでॿけ߹って活ಈすることがࡂରԠのج本
となるのです。
　そのたΊには、օさΜҰਓͻとりがࡂのࣝを学び、事લのඋえをेに行い、ࡂ発生の際に
は、ਖ਼しい情報をਝにѲして、ফՐやٹॿ、ආなどのࡂରԠ活ಈを࣮ફで͖るようにしてお͘
必要があります。
　なお、、෩等のࣗવࡂやՐࡂ、ύンデϛッΫ（ੈք的なײછの流行）などのࡂ等が発生し
た߹の大学のରԠํ等については、本学ϗームϖージや ,6-"4I4 等でपしますので、こまΊに
֬ೝをしてͩ͘さい。

1 地○ 震発生時の対応
　京都市またはӉ࣏市Ҭで̑ڧ以上のが発生すれ、す͙に大学ߏ内にة機ରࡦ本部をઃஔ
して、શ学ମ੍で、ফՐやٹॿ、学生ɾ教৬һ等の҆શ֬อ、教育ɾڀݚɾҩྍ活ಈのܧଓや࠶։に
けたऔ等を࣮ࢪします。
　օさΜは、を͡ײたり、ٸۓ報を受৴したと͖は、す͙に授ۀや࣮ݧをதஅして、ʮ҆શ֬
อ行ಈ 1-2-�（まͣ͘、಄をकり、ಈ͔ない）ʯを࣮ફしてࣗのの҆શを֬อし、Րの࢝とෛই
ऀの֬ೝ等を行った後、教৬һのࢦ示や、पғのํとྗڠしてফՐ、ٹग़、ޢٹ、ආ活ಈを࣮ࢪして͘
ͩさい。
　そして、མͪணいて͔らࣗओ的にʮ҆൱֬ೝγεテムʯを使用してࣗの҆൱状گのొを行って͘
ͩさい。
　のج本的なࣝ、発生したと͖の行う͖行ಈ、Րࡂ発生࣌のରԠ、授ۀの࠶、ࢭٳ։、ࣗ での
උえ、Ո等との҆൱֬ೝのํ๏等については、ʮରԠϚχュアル　学生用ʯにࡌهしていますの
で、ࢀ考にしてͩ͘さい。
　また、ࣗやԼ॓でఆされるの࠷大やඃఆ等は、市町ଜが発行するϋザード
Ϛッϓで֬ೝしておいてͩ͘さい。

ରԠϚχϡΞϧ（京都大学 HP）

https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/�les/inline-�les/Earthquake-
Safety-Manual-ja-68ea81ee9ba0726cf79deca622eca287.pdf（日本語版）

2 火○ 災発生時の対応
　Րࡂをいͪૣ͘発ݟし、ਝで的֬な௨報、ॳ期ফՐ、ආ活ಈを࣮ࢪすることがඃを小さ͘する

https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/files/inline-files/Earthquake-Safety-Manual-ja-68ea81ee9ba0726cf79deca622eca287.pdf
https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/files/inline-files/Earthquake-Safety-Manual-ja-68ea81ee9ba0726cf79deca622eca287.pdf
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ϙインτになります。
　そのたΊには、日頃͔ら、ࣗ ಈՐࡂ報ઃඋやফՐث、内ফՐખなどのফ用ઃඋのઃஔॴや使
用ํ๏、ආܦ࿏などを֬ೝするととに、ੵ 。加してͩ͘さいࢀ࿅等に܇ࡂ的にফɾۃ
　なお、ԌがఱҪۙ͘までୡしたと͖やଟྔのԎが発生したと͖は、ফՐをஅ೦してす͙にආして
ͩ͘さい。また、Րࡂや発生࣌のආに際しては、エレϕーターは、使用しないでͩ͘さい。

3 大○ 雨や台風への対応
　大Ӎや෩などのؾࡂは、Տ川の൙ཞやఅのܾյ、ੴ流や่࠭れ、内ਫ൙ཞによる建物や
Լࢪઃのਁਫなどにより、生໋ɾମɾ࢈ࡒに大͖なඃをট͘ことがあります。
報として発ܯؾなどについて༧ଌし、෩情報やنののൣғやඃڹのӨࡂؾ、ிはؾ　
දします。また、これにରԠして市町ଜ͔らはආࠂקやආࢦ示（ٸۓ）等の発令、ެ 交௨機͔ؔڞ
らはӡ行ఀࢭの༧ࠂ等が発දされることがあります。
　օさΜは、情報ϝディアを௨͡て情報ऩ集に৺がけ、ؒ࣌をおってஈ֊的に発දされるؾ情報や
ආ情報、ؔ ࿈情報を活用して、ࣗ の҆શ֬อ行ಈをとってͩ͘さい。
　ಛに、෩௨աや集த߽Ӎ、෩࣌は、֎ग़を߇えることと、とಉ様、ී ஈ͔ら৯ྉɾҿྉਫ等
のඋやඇৗ用ͪ࣋ग़しの४උを
行ってお͘ことが重要です。（ର
ԠϚχュアル　学生用ࢀর）
　また、ࣗやԼ॓でఆされるߑ
ਫ、࠭ࡂのݥةやඃఆ等
は、市町ଜが発行するਫϋザード
Ϛッϓで֬ೝしておいてͩ͘さい。
　ਫ、࠭ࡂのݥة性が高まった
と͖は、市町ଜ͔らܯռレϕル情報が
発令されるのです͙に、ආ行ಈを
とってͩ͘さい。

4 安○ 否確認システム（災害時には自主的な安否登録を）

　や෩などによる大نなࣗવࡂや、ύンデϛッΫ発生等の࣌ٸۓに、օさΜの҆൱をѲ
することは、授ۀやݧࢼの࠶։、ඃࡂしたօさΜの生活ɾम学ࢧԉ、ࡂରԠํの検討等、ۃΊて重
要なことです。
　本学ではة機発生࣌における҆൱֬ೝをਝ͔つ࣮֬に࣮ࢪするたΊʮ҆൱֬ೝγεテムʯをಋೖ
しています。
　すての৽ೖ生ɾ在学生のօさΜはॳ期ઃఆ（本ొ）を行ってͩ͘さい。ॳ期ઃఆ後は、ࡂ等が
発生すれ、εϚーτϑΥンやύιίン、タブレッτ͔らγεテムにアΫηεして、ࣗ ओ的にࣗ
の҆൱状گをొしてͩ͘さい。

ʪආใʫ
ռϨϕϧܯ ঢ়گ ॅຽ͕ͱる͖ߦಈ ಈΛଅすใߦ

̑ 生ຢഭൃࡂ ໋ͷݥة
ͪに҆શ֬อʂ ̍˞શ֬อ҆ٸۓ

ʻܯռϨϕϧ̐·Ͱにඞͣආʂʼ�
̐ ͍ߴͷ͓ͦΕࡂ ͳॴ͔Βશһආݥة ආࣔࢦ（）

̏ ͷ͓ͦΕ͋Γࡂ ͳॴ͔Βݥة
̎˞ආऀྸߴ ආऀྸߴ

̎ ѱԽگঢ়ؾ ࣗΒͷආߦಈΛ֬ೝ 大Ӎ・ߑਫ・ߴைҙใ
（ிؾ）

̍ ѱԽͷ͓ͦΕگঢ়ؾޙࠓ ΊるߴΛ͑ߏͷ৺ࡂ （ிؾ）ҙใظૣ
˞̍　市町ଜがࡂの状گを࣮֬にѲで͖るのではない等のཧ༝͔ら、ܯռレ

ϕル̑は必ͣ発令されるのではない
ී、ռレϕル３は、高ྸऀ等以֎のਓ必要にԠ͡ܯ　̎˞ ஈの行ಈをݟ߹Θͤ࢝Ί

たりݥةを͡ײたらࣗओ的にආするタイϛンάである
（）ආࢦ示は、令和３年のࡂର๏վਖ਼以લのආࠂקのタイϛンάで発令する
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　なお、γεテムへのొがない߹、ॴଐ部局が、、ి やϝール、༑ਓ等への߹ͤなどのํ๏
により、̓ ൱を֬ೝすることになります。

ʲ҆൱ొͷྲྀΕʳ

҆൱ͷొۀ࡞
ᶃ京都大学 )P（IUUQT���XXX�LZPUP-V�BD�KQ）にアΫηεし、࠷Լஈのόφー
ʮ҆൱֬ೝγεテムʯをΫϦッΫ

ᶄ҆൱֬ೝγεテムϖージでʮ҆൱ొʯをΫϦッΫ
ᶅϩάインը໘がද示されれ、ʮϩάイン I%（,6.0I ϝールアドレε）とύ

εϫードʯをೖྗ
　（事લにॳ期ઃఆを行っていたͩ͘必要があります。）
ᶆ҆൱報ࠂը໘で҆൱状گをొし、ʮ҆൱状گを報ࠂするʯϘタンをΫϦッΫ

̒ऑҎ্ͷ Ҏ֎ͷهࠨ
ࣗવࡂύϯσϛοΫ

˞ొ後、状گに変更があれ、ొ࠶してͩ͘さい。上ॻ͖されます。
ᶅϩάΠϯը໘のهにඋえ、上࣌ٸۓ˞ 63- をにొしてͩ͘さい。

大規模災害発生

ͨͩͪにࣗओొ
Ͱͷͷ߹ɺొࠃ 
ґཔϝʔϧΛૹ৴͠·す

大学͔ΒͷґཔϝʔϧΛड৴͔ͯ͠Βొ

京都大学・҆൱֬ೝγεςϜ（"/P*$）ॳొظαΠτ

https://anpic-kyoto-u-2.jecc.jp/ecs/regist/

https://anpic-kyoto-u-2.jecc.jp/ecs/regist/


81Campus L i fe  In format ion 2025

A
学
生
関
係

窓
口
案
内

B
諸
手
続

C
学
生
生
活

サ
ポ
ー
ト

D
課
外
活
動

サ
ポ
ー
ト

E
学
生
表
彰

な
ど

F
学
習

サ
ポ
ー
ト

G
海
外
留
学
・

国
際
交
流

H
学
生
相
談

I
学
生
生
活
で
注
意

し
て
ほ
し
い
こ
と

キ
ャ
ン
パ
ス

マ
ッ
プ

J
災
害
等
の
対
応

に
つ
い
て

5 災○ 害等に伴う授業・試験の取扱い
　学生の҆શを֬อするたΊ、（ 6 ऑ以上）の発生または、ಛผܯ報、෩ܯ報、෩ઇܯ報の
発ද、し͘はࡂ等の発生ຢは発生のおそれによりެڞ交௨機ؔӡ行ࢭٳの事ଶが生͡た߹の授
等のાஔ等にؔするऔѻいʯで֬ೝしてͩ͘ߨٳ等に伴うࡂについては、ʮࢪの࣮ݧࢼおよびఆ期ۀ
さい。

ͷાஔに関するऔѻߨٳに͏ࡂ （͍京都大学 HP）

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/cli/canceled

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education-campus/cli/canceled



